
こ
こ
が
問
題
！
リ
エ
ア
新
幹
線

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え
る

東
京
・神
奈
川
連
絡
会
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弁
護
団
と
し
て
は
、
全
幹
法
に
よ
る
リ
エ
ア
事
業

や
工
事
の
認
可
は
不
法
で
あ
り
、
ず
さ
ん
な
環
境
影

響
評
価
に
つ
い
て
も
環
境
保
全
に
は
つ
な
が
ら
な
い

し
、
そ
れ
を
基
に
し
た
工
事
認
可
も
不
法
で
あ
る
こ

と
を
控
訴
審
で
も
追
及
す
る
方
針
で
す
。

控
訴
理
由
書
の
内
容
を
現
在
詰
め
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
提
出
は
十

一
月
中
旬
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

原
告
数
は
百
五
十
三
名
で
、
弁
論
は
年
末
か
来
年
初

め
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
弁
護
団
は
見
て
い
ま
す
。

一
審
の
原
告
二
四
九
名
の
う
ち
、

川
崎
中
心
に
約
六
０
名
が
控
訴
原
告
に
１

〈フ
回
の
控
訴
に
あ
た
っ
て
東
京

・
神
奈
川
連
絡
会

が
ま
と
め
て
提
出
し
た
原
告
委
任
状
は
約
六
十
人
に

の
ぼ
っ
て
お
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
不
当
判
決
に
強

い
憤
り
を
覚
え
、
控
訴
審
で
勝
訴
の
判
決
を
め
ざ
そ

う
と
い
う
決
意
が
う
か
が
え
ま
す
。

リエア訴訟不当判決に、153名が控訴ヘ

第 十

蝙
出

lし
7月 18日、リニア訴訟不当判決 (地裁)

七
月

一
八
日
、
東
京
地
裁
で
ス
ト
ッ

プ

・
リ
エ
ア
ー
訴
訟
の
判
決
が
言
い
渡

さ
れ
ま
し
た
。

判
決
を
書
い
た
の
は
市
原
義
孝
裁
判

長
で
す
が
、
松
本
利
幸
裁
判
長
が
代
読

不
当
＝
不
法
で
あ
る
こ
と
を
高
裁
で
追
及
し
、

リ
エ
ア
事
業
と
工
事
の
ま
や
か
し
を
立
証
し

よ
う中

間
判
決
も
今
回
の
地
裁
判
決
も
、
東
京
地
裁
は

リ
ニ
ア
事
業
や
工
事
を
め
ぐ
る
争
点
を
避
け
て
い
る

と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
七
百
三
十
八
人
も
の
原
告
が

起
こ
し
た

一
大
訴
訟
に
正
面
か
ら
向
き
合
わ
ず
、
原

告
ら
の
声
を
無
視
す
る
判
決
に
は
、
誤
り
を

一
点
で

も
認
め
れ
ば
原
告
を
勝
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
裁
判
所
の
揺
ら
い
だ
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

中
間
判
決
控
訴
審
の
判
決
は
十

一
月
二
八
日

八
月
二
〇
日
に
結
審
し
た
中
間
判
決
控
訴
審

（原

告

王
ハ
七
人
）
の
判
決
は
十

一
月
二
八
日
（央
）
午
後

二
時
、
東
京
高
裁
で
示
さ
れ
ま
す
。
中
間
判
決
は
五

三
二
名
も
の
原
告
適
格
を
奪
う
極
め
て
不
当
な
も
の

で
あ
り
、
国
民
の
普
遍
的
な
権
利
で
あ
る
環
境
権
や

生
活
権
に
向
き
合
わ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

判
決
日
に
は
多
く
の
皆
さ
ん
が
結
集
し
て
勝
利
判

決
を
勝
ち
ま
し
よ
う
。

ヽ

す
る
形
で

「
原
告
の
訴
え
を
棄
却
す
る
」
と
だ
け
判

決
を
読
み
上
げ
退
席
し
ま
し
た
。
判
決
に
つ
い
て
七

百
ペ
ー
ジ
近
＜
の
証
拠
や
理
由
の
文
書
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
作
成
し
た
環
境
影
響
評

価
書
を
羅
列
し
、
環
境
保
全
措
置
が
添
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
国
交

大
臣
の
り
ニ
ア
エ
事
認
可
に
誤
り
は
な
か
っ
た
と
判

断
し
た
も
の
で
し
た
。

二
十
五
国
に
及
ぼ
□
頭
弁
論
で
陳
述
し
た
弁
護
団
、

原
告
ら
の
意
見
や
提
出
し
た
証
拠
な
ど
に
つ
い
て
は

一
切
採
用
せ
ず
、
国
や
裁
判
参
加
人
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東

海
の
主
張
に
典可
り
添
っ
た
不
当
な
判
決
で
し
た
。

第
■
０
６
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１
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調
査
掘
進
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が

東
百
合
ヶ
丘
工
区
で
は
終
了
と
発
表

Ｊ
Ｒ
東
海
は
調
査
掘
進
と
称
し
て
、
東
京
の
北
品

川
工
区
、
小
野
路
工
区

（
町
田
市
）、
川
崎
市
の
梶

ヶ
谷
工
区
、
東
百
合
ヶ
丘
工
区
、
愛
知
県
春
日
丼
市

の
坂
下
西
工
区
で
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
を
行
っ

て
い
ま
す
。
坂
下
西
工
区
は
四
〇
セ
ン
チ
の
掘
削
で

調
査
掘
進
は
中
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
表
で
は
、
北
品
川
工
区
は

一
二
四
ｍ
、
小
野
路

工
区
は

一
七

ｍ
、
梶
ヶ
谷
工
区
で
七
五
ｍ
、
東
百
合

ヶ
圧
工
区
で

〓
垂
二
ｍ
ま
で
掘
削
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
十
月
二
日
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
東
百
合
ケ

丘
で
の
調
査
掘
進
の
終
了
を
公
表
し
ま
し
た
。

―‐
11」ァli二 、.= 第一首都圏トンネル (東百合丘工区)

シールド掘進工事 (調査掘進)の進捗状況

奎二区で,,,シ ールドトンネルエ事の安全対策や周辺環境への影響の実地確
認 :こ 三眼を電 _t蓋童掘進の範囲にお:す る■■1を 2023年 9月 29日 に終えました。

今後は、な書
=な

猥進に向|ナ た段取替えそ行うとともに、調査掘進の確認結
果を取 :メ ま

`'■
うえで、計画路線周還 :こ お′

itヽ の皆様に対する説明会を開催
します。なお、姜姜会の開催時期等につ、‐ては、:=途お知らせいたします。

2023年9月 29日 に

潟童盤進範囲の機開を終え
シールド機はここにいます。

東雷合丘非常ロ

2023年 lo月 2日

断面園
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各
地
バ
ラ
バ
ラ
の
調
査
掘
進
が
示
す
こ
と
～

住
宅
の
下
を
掘
る
こ
と
の
危
険
は
消
え
な
い

東
百
合
ヶ
丘
工
区
で
の
調
査
掘
進
の
目
標
は
非
常

□
か
ら

一
五
Ｏ
ｍ
で
し
た
が

一
三
三
メ
ー
ト
ル
で
終

了
と
し
て
い
ま
す
。
上
図
で
見
る
と
、
シ
ー
ル
ド
マ

シ
ン
は
王
禅
寺
の
清
掃
工
場
下
で
止
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
段
階
で
Ｊ
Ｒ
東
海
は
地
質
の
状
況
は
予
測

通
り
で
あ
つ
た
の
か
、
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
稼
働
は

正
常
な
の
か
、
振
動

・
騒
音
な
ど
地
表
へ
の
影
響
は

な
か
っ
た
の
か
、
そ
し
て
掘
り
出
し
た
工
事
残
土
は

ダ
ン
プ
カ
ー
何
台
で
ど
こ
ｔ
運
ん
だ
の
か
な
ど
に
つ

い
て
正
確
に
住
民
に
伝
え
る
へ
き
で
す
。

各
地
の
調
査
掘
進
の
進
み
蔵
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。

番
日
丼
市
で
は
三
〇
二

一
年
十
月
の
開
始
直
後
に
シ

ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
切
羽
が
破
損
し
、
わ
ず
か
四
〇
セ

ン
チ
掘
っ
た
と
こ
ろ
で
掘
削
は
中
断
し
再
開
し
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
北
品
川
非
常
□
で
は
目
標
の
半
分
に

も
至
ら
な
い

一
三
四
ｍ
で
掘
削
は
中
断
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
地
の
調
査
掘
進
の
範
囲
は
非
常
□
工
事
ヤ
ー

ド
の
敷
地
内
か
Ｊ
Ｒ
東
海
の
所
有
地
内
、
公
共
施
設

の
敷
地
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

各
地
バ
ラ
バ
ラ
の
進
捗
状
況
、
北
品
川
工
区
や
小

野
路
工
区
、
坂
下
西
工
区
で
起
き
た
シ
ー
ル
ド
マ
シ

ン
の
破
損
や
工
事
管
理
の
ミ
ス
な
ど
の
事
態
を
考
え

れ
ば
住
宅
下
で
の
ト
ン
ネ
ル
エ
事
は
進
め
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ｒ
東
海
は
調
査
掘
進
説
明
会
で

「
外
環
道
工
事

の
よ
う
な
管
理
ミ
ス
は
し
ま
せ
ん
」
と
豪
語
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
い
ま
全
＜
通
用
し
な
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
地
下
八
〇
～
九
〇
ｍ
下
で
直
径
十
四

ｍ
も
の
巨
大
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
の
技
術
的
困
難

性
、
地
質
や
岩
盤
の
現
状
把
握
の
難
し
さ
、
主
圧
に

耐
え
う
る
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
パ
ワ
ー
不
足
な
ど
多

く
の
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

多
＜
の
住
民
は
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
正
確
な
工
事
情
報

を
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
工
事
の
停

滞
な
ど
に
焦
り
を
感
じ
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
本
格

鞠
な
ト
ン
ネ
ル
エ
事
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
し

か
思
え
ま
せ
ん
。
工
事
は
中
止
す
べ
き
で
す
。

○東百合丘工区の坑内の状況 (2023年 9月 29日 撮影)
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リ
エ
ア
エ
事
の
是
非
、
大
深
度
法

の
廃
止
に
向
け
、
国
民
の
た
め
に

動
け
‥
国
会
議
員

‐
ヽ

ｉ

九
月
二
八
日
午
後
三
時
か
ら
衆
議
院
議
員
会
館
で

『
公
共
事
業
を
純
す
会
』
が
開
か
れ
、
リ
ア
ル
で
六

〇
名
、
リ
モ
ー
ト
で
七
〇
名
が
参
加
し
議
し
た
。

主
催
し
た
の
は
長
く
公
共
事
業
の
ず
さ
ん
な
進
め

方
に
対
し
国
民
の
立
場
で
闘
っ
て
き
た
公
共
事
業
改

革
市
民
会
議

（代
表

・
橋
本
良
仁
氏
）
で
、
超
党
派

の
国
会
議
員
で
組
織
す
る
公
共
事
業
チ
ェ
ッ
ク
議
員

の
会
が
後
援
し
ま
し
た
。

前
半
は
、
寺
西
俊

一
氏
が

『
公
共
事
業
を
純
す
―

“
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
コ
モ
ン
”
の
復
権
を
求
め
て
―
』

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
寺
西
氏
は
公
共
事
業
の

基
本
的
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
主
に
経
済
学
分
野
に
お

け
る
先
達
の
宮
本
憲

一
教
授
に
よ
る

『社
会
資
本

論
』
や
故
宇
沢
弘
文
に
よ
る

『社
会
的
共
通
資
本

論
』
の
巻
方
を
受
け
継
ぎ
、
環
境
面
へ
の
配
慮
や
国

民
の
参
加
を
ど
う
進
展
さ
せ
れ
ば
よ
い
か
問
題
提
起

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
公
共
事
業
の
推
進
の
基

本
的
理
念
と
し
て
国
民
の
共
通
財
産
で
あ
る
ソ
ー
シ

ャ
ル

・
コ
モ
ン
の
復
権
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

川
村
氏
が
リ
エ
ア
事
業
の
現
状
を
解
説

今
回
の
集
会
に
は
、
石
木
ダ
ム
、
川
辺
川
ダ
ム
、

東
京
外
環
、
中
部
横
断
道
、
リ
エ
ア
、
ス
ー
パ
ー
提

防
、
諫
早
湾
干
拓
の
各
事
業
と
対
時
し
て
い
る
住

民
、
市
民
団
体
が
組
織
す
る
団
体
が
参
加
し
、
後
半

で
は
各
団
体
か
ら
活
動
の
現
状
報
告
と
国
会
議
員
に

向
け
て
国
会
で
審
議
す
る
よ
う
切
実
な
要
請
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
の
報
告
は
、
リ
ニ
ア
沿
線
住
民
ネ
ツ
ト
ワ

ー
ク
の
共
同
代
表
で
あ
り
、
ス
ト
ッ
プ

・
リ
エ
ア
ー

訴
訟
原
告
団
長
の
川
村
晃
生
氏
が
担
当
し
ま
し
た

的
に
応
援
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
公
共
事
業
的
性

格
を
は
ら
ん
で
い
る
」
と
前
置
き
し
、
各
地
で
工
事

が
遅
延
し
、
い
ま
リ
エ
ア
新
幹
線
の
実
現
が
見
通
せ

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
川
村
氏
は

「
国
会
で
も
Ｊ
Ｒ
東
海
の
幹
部

を
召
喚
し
て
リ
エ
ア
事
業
の
責
任
に
つ
い
て
間
う
べ

き
で
あ
り
、
大
深
度
法
は
憲
法
の
違
反
で
法
律
で
あ

り
、
抜
本
的
改
正
や
撤
廃
に
つ
い
て
議
論
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

リ
エ
ア
以
外
の
各
団
体
か
ら
も
超
党
派
の

「
公
共

事
業
チ
ェ
ツ
ク
議
員
の
会
」
の
再
始
動
を
求
め
る
声

が
相
次
ざ
ま
し
た
。
集
会
に
は
立
憲
民
主
党
の
出
崎

勉
衆
議
院
議
員
、
嘉
田
由
紀
子
参
議
院
議
員

（
リ
モ

ー
ト
参
加
）
や
野
党
各
党
の
国
会
議
員
秘
書
ら
が
参

加
し
ま
し
た
。
議
員
の
皆
さ
ん
は
公
共
事
業
チ
ェ
ッ

ク
議
員
の
会
の
再
開
を
望
む
団
体
の
訴
え
に
頷
い
て

い
ま
し
た
。
議
員
か
ら
、
十
月
の
臨
時
国
会
召
集
以

降
公
共
事
業
チ
ェ
ツ
ク
議
員
の
会
の
活
動
再
開
に
努

め
た
い
と
い
う
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
事
業
改
革
市
民
会
議
は
こ
の
集
会
で
、
公
共

事
業
の
政
府
の
強
権
的
で
国
民
排
除
の
姿
勢
を
強
く

批
判
し
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
の
公
共
事

業
」
へ
の
転
換
を
訴
え
、
事
業
追
認
の
事
業
評
価
で

は
な
＜
、
公
正
中
立
な
専
門
家
、
市
民
参
加
の
事
業

評
価
制
度
の
確
立
を
提
案
し
、
参
加
者
も
こ
の
提
案

に
賛
同
し
ま
し
た
。

『公共事業を純す会』集会

9月 28日衆院第一議員会館

川
村
氏
は

「
り
ニ
ア
は
純
粋
な
意
味
で
は
民
間
事

業
で
あ
り
公
共
事
業
で
は
な
い
が
、
国
も
３
兆
円
の

財
政
支
援
を
行
う
な
ど
国
策
事
業
と
し
て
国
も
積
極

ソニアについて報告する

川村晃生氏



こ
こ
が
問
題
！
リ
エ
ア
新
幹
線
ニ
ュ
ー
ス
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号

発
行

リ
エ
ア
新
絆
線
を
考
え
る
東
京
・神
奈
川
連
絡
会

天
野
擁

一
（中
原
・高
津
）０
９
０
‐
３
９
１
０
‐
８
１
７
３

山
本
太
三
雄
（宮
前
）

０
９
０
‐
８
７
７
５
‥
１
８
７
９

矢
沢
美
也
（麻
生
・多
摩
）
０
９
０
‥
６
１
０
８
１
６
５
６
８

地盤補修マシン

外
環
道
地
盤
陥
没
か
ら
３
年
、
リ
エ
ア

大
深
度
地
下
調
査
掘
進
開
始
か
ら
２
年

～
迷
走
す
る
大
規
模
事
業

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本

の
外
環
道
調
布
市
内
地
盤
改
良

工
・事

と
も
に
杜
撰
で
、
工
事
の
遅
れ
を
実
証

東
京
外
環
道
大
深
度
ト

ン
ネ
ル
エ
事
で
二
〇
二

〇
年
十
月
十
八
日
、
調

府
市
東
つ
つ
じ
が
丘
の

住
宅
街
の
道
路
が
陥
没

し
、
そ
の
後
の
調
査
で

地
下
に
巨
大
な
空
洞
が

三
か
所
見
つ
か
り
ま
し

た
。
事
業
主
の
Ｎ
巨
Ｘ

Ｏ
Ｏ
東
日
本
は
工
事
を

中
止
し
、
そ
の
後
周
辺

の
四
十
戸
の
転
居
を
求
め
、
補
償
に
つ
い
て
は
個
別

に
対
応
す
る
方
針
を
出
し
ま
し
た
。
ま
た
現
場
付
近

の
地
盤
改
良
工
事
を
進
め
る
と
し
て
今
年
に
入
っ
て

補
修
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
事
故
の
原
因
は
事
前

の
地
質
調
査
が
極
め
て
不
足
し
て
い
た
こ
と
、
地
表

へ
の
振
動

・
騒
音
の
影
響
や
地
盤
の
変
更
の
事
態
を

甘
く
見
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の

稼
働
に
管
理
ミ
ス
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
事
故
は
人
災
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
ま
す
。

リ
エ
ア
の
調
査
掘
進
が
予
定
通
り
進
ま
な
い
の
も

同
様
の
ず
さ
ん
さ
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
事

前
に
十
分
な
準
備
を
せ
ず
に
急
い
で
工
事
を
進
め
た

た
め
、
東
京

・
北
品
川
工
区
や
愛
知
県

・
春
日
井
市

の
調
査
掘
進
が
中
断

・
停
滞
し
て
い
讀
す
。

調
査
掘
進
で
は
地
盤

・
地
質
調
査
が
不
足
し
て
い

る
の
に

「
特
殊
地
盤
が
な
い
」
な
ど
の
言
い
方
で
住

民
を
ご
ま
か
し
、
正
確
な
情
報
を
示
し
て
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

外
環
道
事
故
か
ら
は
や
三
年
、
リ
エ
ア
の
大
深
度

調
査
掘
進
か
ら
二
年
も
経
ち
ま
し
た
。
自
ら
事
故
を

起
こ
し
、
社
撰
か
計
画
で
工
事
を
進
め
た
結
果
、
工

事
は
二
年
以
上
も
遅
れ
、
工
事
費
も
膨
れ
上
が
っ
て

い
ま
す
。
採
算
が
取
れ
な
い
事
業
に
莫
大
な
お
金

（税
金
も
）
を
つ
ぎ
込
む
二
つ
の
事
業
の
見
通
し
は

先
が
見
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川
崎
ぜ
ん
そ
く
患
者

・
家
族
の
会
ら
が
日
産
自
動
車

に
新
た
な
ぜ
ん
そ
く
患
者
医
療
費
助
威
制
度
へ
の
参

加
を
要
請

（九
月
二
八
日
、
日
産
本
社
前
）

川
崎
市
の
ぜ
ん
そ
＜
患
者

医
療
費
助
成
制
度
の
廃
止

決
定
を
受
け
て
、
川
崎
ぜ

ん
そ
く
憲
者

・
家
族
の
会

と
支
援
す
る
市
民
、
労
働

団
体
が
九
月
二
八
日
正
午

か
ら
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
駅
に
近

い
日
産
自
動
車
本
社
前
で

要
請
と
抗
議
の
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
交
渉
団
が
日
産
自
動
車
に

対
し
、
神
奈
川
県
全
体
を
含
む
新
た
な
ぜ
ん
そ
＜
憲

者
医
療
費
助
成
制
度
に
国
産
自
動
車
の
参
加
を
求
め

る
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
日
産
は
今
回
も
ま

と
も
に
対
応
せ
ず
、
ガ
ー
ド
マ
ン
が
取
次
ぎ
を
拒
否

す
る
な
ど
不
当
な
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。

ぜ
ん
そ
く
憲
者

・
家
族
の
会
は
引
き
続
き
日
産
や

ト
ヨ
タ
に
対
し
粘
り
強
く
要
請
を
続
け
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

施工状況
鷲Ｊ

Ｒ
東
海
が
オ
ー
プ
ン

・　
ハ
ウ
ス
で
貯
砂
掘
進
を
説
明

褥
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